




































1.はじめに

生殖をめぐる科学が急速に進歩したにもかかわらず、現代社会では、児が父母に望まれず

に誕生する機会は少なくない。子どもにとって、両親から祝福されて生を受けるというこ

とが、この上ない幸福の証であるとされてきた。ときには不幸にしてこの最初の関門でつ

まずきながらも、親として子として家族をなし、生活しているものもあろう。あるいはそ

れぞれが別個の道をとって歩みつづけることを余儀なくされるものもある。これらの子ど

もおよび親はともに精神保健上きわめてハイリスクにあると予想される。そのなかで直面

する社会的、経済的、あるいは精神心理的な困難を明らかにし、それらに対する対応を検

討することが、この分担班に与えられた課題である。


